
GS1ヘルスケアジャパン協議会 オープンセミナー2024

Let’s Scan!
－GS1でここまでできるぞ医療DX－

【お申込はこちら】

【登壇予定者（講演/パネルディスカッション）】

特別講演：笠貫 宏（Medical Excellence JAPAN 名誉理事長）

美代 賢吾（国立国際医療研究センター 医療情報基盤センター長）
村松 博（慶應義塾大学病院 薬剤部次長）
池田 和之（奈良県立医科大学附属病院 薬剤部長）
本田 靖雅（聖マリア病院 臨床工学室主任）
田村 豊（札幌白石記念病院診療情報管理室長）

会場ではGS1標準の活用に対応した機器/サービス等の展示も行います。
セミナーの前後や休憩時間にぜひお立ち寄りください。(11:30~17:30)

日 時 ：2024年3月11日（月）
13:00～17:00

会 場 ：KFC Hall（都営大江戸線両国駅徒歩0分）
Zoomウェビナー同時配信
オンデマンド配信3月15日～31日予定

参加費 ：無料



【お問い合わせ】
GS1ヘルスケアジャパン協議会事務局
Email：healthcare@gs1jp.org
URL：gs1jp.org/group/gshealth/index.html

【本セミナーの特徴】

・具体的な導入事例や成果を詳しく解説
・パネルディスカッションでは質問も受け付け
・GS1標準関連製品やサービスのブース展示も併設
・講演資料配布＋後日配信で何度でも見返せる

【登壇予定者（講演/パネルディスカッション）】

特別講演：Medical Excellence JAPAN 名誉理事長 笠貫 宏
国立国際医療研究センター 医療情報基盤センター長 美代 賢吾
慶應義塾大学病院 薬剤部次長 村松 博
奈良県立医科大学附属病院 薬剤部長 池田 和之
聖マリア病院 臨床工学室主任 本田 靖雅
札幌白石記念病院 診療情報管理室長 田村 豊

医療DXを支える”Scan”

医薬品/医療機器/医療材料などに表示されているGS1標準
バーコードやRFID（電子タグ）を医療機関内でスキャンする事で
記録/監査の効率化やトレーサビリティの確保、医療安全の向上
などに繋がっています。
☆院内の人手不足問題を業務効率化で解決したい…
☆物品コストを可視化することで病院経営改善に繋げたい…
☆記録の正確性を担保することでヒューマンエラーを防止したい…
☆製品情報と患者情報を繋げてトレーサビリティを確保したい…
そんな手法を、現場の最前線で活躍するプロが詳しく解説します。

※本セミナーは、公益社団法人日本臨床工学技士会による後援のもと、専門・認定臨床工学技士制度の単位付与対象となります。
当日の現地orZOOM参加（後日配信視聴除く）およびアンケート回答が証明書発行の要件となります（医療機器区分3単位） 。
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